
Point①：模試の活用

河合塾が持っている膨大な模試データから、どの時期に
どれだけの学力があれば志望校に合格できるのかを分析
します。優先すべき科目の優先すべき課題をまずは解決
しましょう。高偏差値帯の大学（東大・京大・名古屋
等）ほど文理問わず英語の偏差値が重要となります。



Point②：共通テストの成績推移

河合塾マナビス四日市校では共通テスト対策も含めた早
期の受験対策を行っています。下記グラフでは共通テス
トの点数が年間で平均10%前後の伸び幅があることがわか
ります。高校2年生までに志望校をこの伸び幅の中に収め
ることが四日市校が最も重要視していることです。



Point③：早期対策

理科や社会といった教科は、学校での全範囲終了時期が3
年生の秋ごろになることが多い科目です。早期からの志
望校対策を進めたい場合、それまでに全範囲の学習を終
えている必要があります。特に二次試験が高難易度の志
望校を目指している場合、四日市校では3年生の夏休みを
目安に全範囲の習得をマナビスの授業で終了させること
を推奨しています。よって高2生までに主要教科である英
語数学国語の偏差値の向上と理科社会への早期着手をご
案内しています。



Point④：授業の取得例

志望大学や学部によって、推奨カリキュラムは異なりま
す。もちろん、部活動や学校によって一人ひとりの状況
に合わせた形をご相談させていただきますので、現在の
状況やご希望をお気軽にアドバイザーにお伝えください。
必要であれば常時行っているテストや体験授業などで、
よりピッタリの内容になるようにご案内させていただき
ます。


